
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

表
し
「
い
た
だ
い
た
言
葉
を

心
の
糧
に
さ
ら
に
精
進
し


会
社
や
地
域
経
済
の
発
展
の

た
め
努
力
し
て
い
く
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。


年
表
彰
を
受
け
た
笹
川

祐
二
氏
（
中
央
防
災
シ
ス
テ

ム
㈱
）
は
、
被
表
彰
者
を
代

仕
事
に
取
り
組
み
、
職
場
だ

け
で
な
く
地
域
社
会
全
体
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
」
と
受
賞

者
に
敬
意
を
表
し
「
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
豊
富
な
経
験

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
後
進

の
育
成
や
企
業
の
成
長
、
釧

路
の
明
る
い
未
来
の
実
現
に

お
力
添
え
い
た
だ
き
た
い
」

と
期
待
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
鶴
間
秀

典
釧
路
市
長
と
釧
路
総
合
振

興
局
の
寺
田
宏
局
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
栗
林
会
頭
よ
り

被
表
彰
者
一
人
ひ
と
り
に
表

性
は

年(

以
降
５
年
ご
と)

に
表
彰
状
を
贈
呈
す
る
。

ま
た
、
勤
続

年
以
上
の

従
業
員
に
は
、
日
本
商
工
会

議
所
の
小
林
健
会
頭
と
当
所

の
栗
林
定
正
会
頭
の
連
名
に

よ
る
表
彰
状
が
贈
ら
れ
る
。

今
年
度
は
、
勤
続
５
年
が

５
人
、

年
が

人
、

年

が
５
人
、

年
が
１
人
、


年
が

人
、

年
、

年
が

と
も
に
１
人
の
合
計

人
が

受
賞
し
、
そ
の
う
ち

人
が

式
典
へ
出
席
し
た
。

冒
頭
の
式
辞
で
栗
林
会
頭

は
「
永
年
に
わ
た
り
真
摯
に

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所

の
従
業
員
を
対
象
と
し
た

『
令
和
７
年
度
永
年
勤
続
従

業
員
表
彰
式
』
を

日(

金)

午
後
２
時
よ
り
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
し
、

被
表
彰
者
や
事
業
主
、
来
賓

ら

人
が
出
席
し
た
。

表
彰
は
会
員
事
業
所
の
福

利
厚
生
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
お
り
、
永
年
に
わ
た

り
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
し

功
績
の
あ
っ
た
者
、
ま
た
他

の
模
範
と
な
る
者
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
従
業
員
に
対

し
、
女
性
は
勤
続
５
年
、
男

ト
試
験
で
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

簿
記
検
定
申
込
み


日
か
ら
開
始

『
第
１
７
１
回
日
商
簿
記

検
定
試
験
（
１
～
３
級
）
』

を

月

日
（
日
）
に
道
東

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
実

施
し
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は

９
月

日
（
月
）
～

月


日
（
金
）
ま
で
の
期
間
に
当

所
窓
口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
別
途
手
数
料
６
０
５
円)



現
金
書
留
に
よ
る
郵
送
（
期

限
内
必
着
）
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
料
は
、
１
級
８
８
０

０
円
、
２
級
５
５
０
０
円
、

３
級
３
３
０
０
円
（
い
ず
れ

も
税
込
み
）
で
す
。

な
お
、
２
、
３
級
は
ネ
ッ

れ
て
い
る
作
業
学
習
の
う

ち
、
高
等
部
の
様
子
を
見
学

し
た
。

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、

時
折
質
問
を
し
な
が
ら
生
徒

が
行
う
作
業
を
熱
心
に
見
学

し
て
い
た
。

会
貢
献
の
喜
び
を
体
験
し
、

学
習
意
欲
の
向
上
な
ど
に
つ

な
げ
る
『
ひ
ま
わ
り
の
輪


プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
活
動
を

紹
介
。
住
宅
の

草
む
し
り
や
ス

ー
パ
ー
で
の
あ

い
さ
つ
運
動
な

ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る

と
説
明
し
た
。

そ
の
後
の
校

内
見
学
で
は
、

社
会
で
必
要
な

ス
キ
ル
習
得
の

た
め
中
学
部
・

高
等
部
で
行
わ

当
所
女
性
会
（
迫
田
栄
重

会
長
）
は
１
日
（
月
）
、
９

月
例
会
と
し
て
北
海
道
釧
路

養
護
学
校
を
見
学
し
、
８
人

が
参
加
し
た
。

本
校
は
、
主
に
知
的
障
が

い
を
有
す
る
小
学
部
か
ら
高

等
部
ま
で
２
０
０
人
を
超
え

る
児
童
生
徒
が
通
う
学
校

で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
今
回
の
見
学
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
学
校

の
概
要
説
明
で
は
、
副
校
長

の
片
石
充
律
氏
が
地
域
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
で
社

員
の
選
任
定
数
は
右
記
表
の

通
り
）
。

４
日
（
火
）
に
開
催
予
定
の

臨
時
議
員
総
会
に
て
決
定
さ

れ
る
（
改
選
日
程
や
２
号
議

れ
た
選
任
定
数
を
各
部
会
総

会
で
順
次
選
出
し
て
い
く
。

な
お
、
次
期
役
員
は

月

接
意
思
を
反
映
で
き
る
選
挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。


日
の
総
会
で
は
、
役
員

と
１
号
・
２
号
議
員
ら
が
委

任
状
を
含
め

人
出
席
し
、

３
号
議
員
が

人
（
左
記
の

通
り
）
選
出
さ
れ
た
。

今
後
行
わ
れ
る
２
号
議
員

の
選
出
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
会
に
割
り
当
て
ら

れ
た
議
員
計

人
が
会
員
を

代
表
し
活
動
し
て
い
る
。

本
年
度
は
そ
の
議
員
を
決

め
る
３
年
に
一
度
の
改
選
期

と
な
っ
て
お
り
、
３
号
議
員

を
皮
切
り
に
２
号
議
員
、
１

号
議
員
が
順
次
選
出
さ
れ
て

い
く
。

議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
選
出
方

法
が
異
な
り
、
３
号
議
員
は

当
地
域
を
代
表
す
る
企
業
の

う
ち
会
費
持
口
数
１
５
０
口

以
上
の
会
員
か
ら
選
出
さ
れ

る
。
２
号
議
員
は
、
業
界
を

代
表
し
て
活
動
す
る
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
業
種
別
に
設

置
さ
れ
て
い
る
８
つ
の
部
会

(

商
業

商
事

理
財

水
産


工
礦
業

建
設

運
輸
交
通


観
光
サ
ー
ビ
ス
）
で
会
費
持

口
数
１
０
０
口
以
上
の
部
会

員
か
ら
選
任
。
１
号
議
員
は

会
員
と
特
定
商
工
業
者
が
直

済
団
体
と
し
て
、
地
域
の
意

見
を
広
く
反
映
す
る
た
め
１

号
、
２
号
、
３
号
と
区
分
さ

当
所
は
、
定
め
ら
れ
た
地

区
内
の
商
工
業
者
ら
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
地
域
総
合
経

珠
算
検
定
１
～
３
級

申

込

み

受

付

中

『
第
２
３
５
回
日
商
珠
算

検
定
試
験
（
１
～
３
級
）
』

を

月

日
（
日
）
に
道
東

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
実

施
し
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、

日(

木)

ま
で
に
当
所

窓
口
ま
た
は
現
金
書
留
に
よ

る
郵
送
（
期
限
内
必
着
）
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
料
は
、
１
級
２
８
０

０
円
、
２
級
２
０
０
０
円
、

３
級
１
８
０
０
円
（
い
ず
れ

も
税
込
み
）
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

各
検
定
の
お
問
い
合
わ
せ

や
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

観
光
マ
ス
タ
ー
検
定

申
込

月

日
ま
で

北
海
道
の
観
光
振
興
に
貢

献
す
る
人
材
の
育
成
と
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
目
的

と
し
た
『
北
海
道
観
光
マ
ス

タ
ー
検
定
を

月

日(

日

・
祝
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
に
て
実
施
し
ま
す
。

受
験
料
は
５
０
０
０
円

（
税
込
）
。
ま
た
、
公
式
テ

キ
ス
ト
（
２
８
０
０
円
・
税

込
）
を
当
所
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
受
験
を
ご
希
望
の
方

は
、

月

日
（
金
）
ま
で

に
窓
口
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
よ
り
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
選
任
さ
れ
た
３
号
議
員
】

・
日
本
製
紙
㈱
釧
路
事
業
所

・
王
子
マ
テ
リ
ア
㈱
釧
路
工
場

・
太
平
洋
興
発
㈱
釧
路
支
店

・
釧
路
信
用
金
庫

・
釧
路
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

・
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海

道
北
海
道
道
東
支
店
釧
路

営
業
支
店

・
北
海
道
旅
客
鉃
道
㈱
釧
路

支
社

・
三
ッ
輪
運
輸
㈱

・
釧
路
ガ
ス
㈱

・
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
㈱
釧
路
事

務
所

・
㈱
北
洋
銀
行
釧
路
中
央
支
店

・
北
海
道
電
力
㈱
釧
路
支
社

そ
れ
ぞ
れ
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
魅
力
を
創
り
出
せ
る

と
解
説
。
長
田
氏
は
『
ブ
ラ

ン
ド
と
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
知

識
』
と
題
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
商
品
の
魅
力
を
自
身

で
見
つ
け
、
そ
れ
を
消
費
者

に
ど
う
伝
え
る
か
が
重
要
と

強
調
し
た
。

ま
た
稲
葉
氏
は
、
こ
れ
ま

で
の
支
援
の
中
で
経
営
者
と

の
会
話
を
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
を
話
し
、
今
後
の
研
修
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
社
・

商
品
の
特
徴
・
強
み
な
ど
を

深
掘
り
し
、
魅
力
あ
る
商
品

づ
く
り
と
販
路
開
拓
に
取
り

組
む
こ
と
を
説
明
し
た
。

研
修
は
今
回
を
含
め
全
４

回
行
い
、
来
年
の
１
月
に
は

個
別
商
談
会
・
相
談
会
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

講
師
と
し
て
バ
イ
ヤ
ー
や
商

品
流
通
・
開
発
の
プ
ロ
を
招

き
、
２
０
１
６
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
今
年
は
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
Ｐ
Ｒ
方
法
・
商
品

開
発
を
ベ
ー
ス
に
研
修
を
進

め
、
個
別
相
談
会
・
商
談
会

を
通
じ
て
商
談
成
立
を
目
指

す
。１

回
目
と
な
る
今
回
の
キ

ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

進
行
も
務
め
る
㈱
日
本
ツ
ナ

ガ
ル
総
合
研
究
所
の
稲
葉
潤

一
代
表
取
締
役
と
㈱
Ｂ
ｅ
ｓ

ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
の
長
田
敏
希
代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
㈱
食
文
化

の
井
上
真
一
代
表
取
締
役
を

講
師
に
迎
え
た
。

は
じ
め
に
井
上
氏
は
『
地

域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
』
を
テ
ー

マ
に
商
品
の
生
産
地
や
評
価

な
ど
の
特
長
を
細
分
化
し
、

ト
し
、
市
内
の
小
規
模
事
業

者
約

人
が
参
加
し
た
。

本
事
業
は
、
商
品
の
磨
き

上
げ
や
販
路
拡
大
を
目
的
に

当
所
と
釧
路
市
、
釧
路
信

用
金
庫
共
催
に
よ
る
『
販
路

拡
大
・
磨
き
上
げ
研
究
会
』

が
８
月

日
（
木
）
ス
タ
ー

や
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
感
謝
を
伝
え
た
い
。
ヒ
ア

ガ
ー
デ
ン
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
釧
路
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
認
識
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
と
嬉
し

い
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

他
に
地
元
飲
食
店
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
な
ど
も
多
数
出
店
。

多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
ビ

ー
ル
や
食
を
楽

し
ん
だ
。

最
終
日
と
な

っ
た
６
日
も
、

Ｄ
Ｊ
の
音
楽
や

ダ
ン
ス
ス
テ
ー

ジ
な
ど
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
、
会
場

は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い

た
。尾

越
委
員
長

は
「
協
力
い
た

だ
い
た
関
係
者

『
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
２

０
２
５
』
が
６
日
（
土
）
に

最
終
日
を
迎
え
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
釧
路
た

の
・
う
ま
・
ベ
イ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン

協
議
会
（
尾
越
亮
介
実
行
委

員
長
＝
当
所
青
年
部
会
長
）

が
主
催
。
釧
路
川
周
辺
の
魅

力
を
発
信
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
と
市
民
が
街
に
誇

り
を
持
つ
〝
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
〟
を
醸
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

今
年
は
８
月

日
（
金
）

か
ら
日
曜
を
除
く

日
間
営

業
し
、
会
場
の
ぬ
さ
ま
い
広

場
で
は
ド
リ
ン
ク
ブ
ー
ス
の

第1391号

釧路商工会議所

釧路市大町１丁目１番１

電話代表41－4141

編集兼発行人

川村 修一

印刷 釧路新聞社

当
所
で
は
第

期
議
員
改
選
に
あ
た
り
『
１
号
・
２
号
議
員
総
会
』
を

日
（
金
）

午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
し
、
３
号
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

今
後
は
、
業
種
別
に
設
置
し
て
い
る
部
会
に
て
２
号
議
員
選
任
の
た
め
の
部
会
総
会
、

１
号
議
員
を
決
定
す
る
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
。

釧
路
養
護
学
校
を
見
学

女
性
会
９
月
例
会

勤
続
の
功
労
称
え

永
年
勤
続
表
彰
式
を
挙
行

ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
閉
幕

釧
路
の
夏
を
満
喫

商談成立目指して
販路拡大･磨き上げ研究会

来年１月に個別相談会･商談会実施

３
号
議
員
12
人
を
選
任

第

39

期

議
員
改
選

議
員
選
任
順
次
進
む

参加者に問いかける稲葉氏

３号議員を選任した１号・２号議員総会

検
定
試
験
ご
案
内
コ
ー
ナ
ー

ヒアガーデンで夏を楽しんだ市民ら

学校の概要や活動について説明を受けるメンバー

栗林会頭（左）から表彰状を受け取る被表彰者

６２０２５年（令和７年）９月１５日（月曜日）（第三種郵便物認可）


